
医療法人 済生堂 行動計画 

 当法人の従業員は男女の比率は女性が多く、また、平均年齢も約４５歳（令和６年１２月現在）と高く、全

国的にコメディカル部門の人材不足が問題とされる中、勤続年数が長い者だけでなく、若い従業員へのスキ

ルアップ並びに段階的に管理職研修を受ける機会を与える等、従業員が遣り甲斐や働きやすい環境を作る必

要性があることから、継続的な計画として以下の通り策定する。 

１．計画期間 令和７年８月５日から、１ヵ年の間 

２．目標と実施期間 

①管理職及び、従業員の資格取得・スキルアップに係る研修会参加を奨励し、遣り甲斐を感じられるよう

にする。（参加者を３～5人とし、毎年実施する長期計画とする。） 

       令和７年８月～ 管理職を含めた従業員と面談を行い、過去 1 年間の目標の達成度合いを確

認し、向こう1年間の個人目標を定める（管理職になるための目標、スキルアップ、その他

一般目標等の策定）各人の目標は管理者と従業員が共有する。目標達成のための研修会等へ

の参加を奨励する。これにより個人目標の途中経過の確認・評価を行い、一人ひとりにあっ

た目標達成を図る。（次回は翌年６月より開始） 

       令和８年６月～ 管理職を含めた従業員と面談を行い、過去 1 年間の目標の達成度合いを確

認・評価し、管理職への異動を行う。（７月昇給時での賃金更新も考慮する） 

②従前の休暇制度を含め、夏休み等の取得状況を確認し、それにより年度内の調整を行う。 

       令和７年１０月～ 改正後の就業規則の各部所の勤務状況の確認を行う 

                週休二日制の施行後の問題点把握を行う 

       令和８年４月～ 有給休暇取得状況の確認を行い、人員不足の部所が充足されていない 

場合、再度各部門と面談を行い、状況に応じて職場環境の改善を行う。 

③昨年に引き続き、地域の若年者に対するインターンシップ等の就業体験の機会を設けるため、これに関

する各部門の担当者研修を行う。（参加者を３～4人にする） 

令和６年 ４月～ １年間、周辺地域の学校、並びに医療介護の関連学校へのインターンシ

ップ受け入れを通知し実施する。 

３．医療法人済生堂の女性の活躍推進のための取り組みは主に以下の通りです。 

１） 就業している職員の男女比率は、男性15%：女性 85%（令和６年12月末現在）です。 



２） １のうち、女性管理職の比率は約86.5%（令和６年12月末現在）です。 

３） 職員の平均年齢は、約45歳で、平均勤続年数は12.82年です（令和６年12月末現在）。 

４） 直近の事業年度において、正職員の1人あたりの各月の残業時間数の合計が、平均 1.22時間（令和

６年12月末現在）と、仕事と家庭が両立しやすい職場になっています。 

４．育児休業取得目標および、労働時間の状況に関する目標 

 １）本計画期間中の男性労働者の育児休暇取得希望者を１名以上とする。また、施行中の当該制度の社内 

周知を年１回実施し、年末には全体評価を行い、状況に応じて見直します。 

 ２）本計画期間中のフルタイム労働者１人当たりの月間時間外休日労働時間を１時間未満にする。 

以上 


